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1. 研究背景 

近年, 中医学は補完医療としての需要が高まっ

ている. 中医学の診断では, 問診等から得られる

患者の症状や状態から, 病態を示す「証」を特定

することにより, 治療方針を決定する. しかし, 

証の特定には証と症状を結び付ける多くの経験

と知識が必要となり, 診療経験の少ない医師の診

断が困難となっている. 従って, 診療経験の少な

い医師への診断を支援する仕組みが必要である. 

診療経験の少ない医師への診断支援として, 中

医学文献の情報を基に症状から証を検索できる

システムを構築することが有用である[1]. しかし, 

中医学文献には表記ゆれや同義語が数多く存在

し, 検索システムを構築する際に支障となってい

る. 近年, 分散表現を用いることにより, 同義語

の解消に効果があることが知られている[2].  

従って, 分散表現を利用し, 中医学文献に対す

る情報検索手法を確立することができれば, 医師

の診断の支援を行うことが期待できる. 

2. 研究目的 

中医学文献に対する情報検索手法を確立させ

ることを目的とし、「証を含む分散表現の獲得

手法」と, 「分散表現を用いた情報検索手法」の

2つの手法を提案し, その有意性を検証する. ま

た, 医師の診断の支援を実現することを目的とし, 

情報検索システムの構築を行う. 

3. 中医学文献に対する情報検索手法 

分散表現とは, 単語を高次元のベクトルで表現

したモデルのことである. 分散表現を用いること

により, 単語の意味的な類似度をベクトルにより

定量的に計算することができる. そのため, 検索

システムに応用可能であると期待できる. 分散表

現を用いて中医学文献から証の検索を行うため

には, 検索対象となる証を単語として扱うことの

できる「分散表現のモデル」が必要となる. しか

し, 証が含まれた分散表現のモデルは過去に作成

された例がない. そのため, 証を含む分散表現の

モデルを獲得することができれば, 証と症状の単

語間の意味的な類似度を分散表現上で比較する

ことにより, 検索を行うことが可能になる.  

3.1.証を含む分散表現の獲得手法 

中医学文献を入手しデータ化することは困難

であり, ニューラルネットワークによる分散表現

の学習を行う際, 精度が期待できるほどのテキス

トデータを集めることは難しいという問題があ

る. そのため, 既に学習済のモデルを利用して, 

証の分散表現を生成する手法を提案する. 

提案する分散表現の作成手順を「図 1」に示す.  

① 分散表現を獲得したい証の症状が記述された

文章から, 名詞のみを抽出する.  

② 学習済モデルを用いて各名詞の分散表現を取

得する.  

③ 各名詞の分散表現の和を取り正規化し, 証の

ベクトルとして学習済モデルに追加する.  

以上の手法で, 少ない文献データでも証の分散

表現を獲得することができる.  

3.2.分散表現を用いた情報検索手法 

分散表現では, 意味の近い単語が近いベクトル

として表現され, ベクトルの近さであるコサイン

類似度を計算することにより単語の類似度を得

ることができる. 本提案手法では, 入力症状のベ

クトルに対し証のベクトルのコサイン類似度が

高い順にランク付けすることにより検索を行う.

コサイン類似度は, 入力症状のベクトルを q, 証
のベクトルを d として表すと式(1)のように定義

される.  

 

𝑠𝑖𝑚(𝑞, 𝑑) = cos(𝒒, 𝒅) =
𝒒𝑇𝒅

‖𝒒‖‖𝒅‖
 (1) 

 

また, 入力症状が複数の単語や文章であった場

合, 入力を形態素解析器で単語ごとに分解した後, 

その単語群のベクトルの重心を計算することに

より, 入力症状のベクトルを得る.定義式を式 2

に示す.ここで, Q は入力文を単語ごとに分解し

た単語群である.  

図 1. 証の分散表現の獲得手法 
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4.情報検索システムの構築 

 本研究では, 医師の診断の支援を実現するため

に, 提案手法を用いた検索システムを構築する. 

医師のデバイスに依存しないよう, Webアプリケ

ーションとして構築を行う. 

4.1.プロトタイプの構築 

 検索システムのプロトタイプの構築を行った. 

検索システムのプロトタイプを図 2に示す. 検索

フォームに検索をしたい症状を入力すると, 本提

案手法により検索された証の情報がコサイン類

似度の高い順に表示される仕様となっている. 現

在, 東洋医学専門医による検証により UI・表示

情報の改善を行っている.  

5.検索システムの動作実験 

 本検索手法の動作を確認するために, 症状から

証の検索を行う実験を行った. 入力する症状は

「発熱」とした. ランキング精度を確認するため, 

「発熱」と関係する証であるか否かの正誤の確

認を行った. 正誤判定は, 東洋医学専門医の検証

により行った. 実験結果を表 1に示す. 表 1は, 

検索結果全 75 件中, 閲覧される可能性の高い上

位 10件を抽出したものである. 

今回の実験結果では, 上位 10 件中 7 件の正解

の証を抽出することができた. しかし, 不正解で

ある証も見受けられた(順位 2 の水飲阻滞など). 

理由として, これらの証の症状には, 「発熱」と

直接は記述されていないものの, 「吐き気」「め

まい」といった, 発熱とコサイン類似度が近い単

語が多く含まれていたことが分かった.この結果

から, 分散表現による検索は、コサイン類似度に

基づく類義語を基に有用な情報を抽出できる可

能性がある反面、不要な情報も類似度が高く出

てしまう場合があることが確認できた。 

今回の実験は「発熱」という症状に限った検

索結果であり、全体的にどれほど表記ゆれ・類

義語に対して効果があるかといった定量的な検

索の精度に関しては測定できていない. そのため, 

提案手法の定量的な精度評価を行う必要がある

と考えられる. また, 検索システムについても, 

医師のフィードバックの元 UI や表示情報の改善

を行っていく必要がある. 

6.おわりに 

 本研究は, 中医学において医師の診断を支援す

るために, 証に関する情報検索システムを構築す

ることを目的とし, 分散表現を用いた情報検索手

法の提案, 検索システムの構築を行うものである.  

 今後の予定としては, 検索手法の有意性を示す

ために, 検索精度の評価を行っていく. 具体的に

は, ベースとなる学習済モデルによる検索精度の

差, 従来の手法である文字列一致をベースとした

手法との検索精度の差を比較する.  
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図 2.検索システムのプロトタイプ 

表 1. 「発熱」による検索結果上位 10件 
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